
別記様式第６ 鑑定評価書（ 年地価調査）

２　鑑定評価額の決定の理由の要旨
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①－２基準地が共通地点(代表標準地等と同一地点)
である場合の検討

　前年標準価格
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店舗兼事務所 中層の店舗ビル等が建ち
並ぶ駅前の商業地域

国分寺130 m

特にない １２．５ｍ市道 国分寺駅北東方130 m

金融緩和政策の継続及びインフレヘッジ等の影響を受けて、不動産投
資への意欲は高く、地価は上昇傾向が継続している。

整備が完了した北口駅前広場に近接しており、人通りが多く、地価は
上昇傾向が継続している。

特になし

国分寺駅北口では再開発ビル、駅前交通広場の整備が完了した。都市計画道路３・４・１２号線事業が進行中
で、駅前の整備の進展により熟成度が増すものと思料する。

年 月 日

年 月 日

更地としての鑑定評価

１㎡当たりの価格

(４)鑑定評価日

(５)価格の種類

円／㎡[　　 　年1月]

鑑定評価額

(１)価格時点

(２)実地調査日

(３)鑑定評価の条件

円
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正常価格

１ 基本的事項

(６)
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倍
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(7)試算価格の調整・

　 額の決定の理由　　　
　 検証及び鑑定評価

(6)市場の特性

比準価格は、規範性の認められる取引事例を採用し試算したもので、市場の実態を反映しており信頼性が高い。収益価
格は賃料水準・還元利回り等について十分に検討のうえ試算したが、収益性・投資採算性に基づく賃貸市場の成熟度合
いが必ずしも高いとは言えない地域の為、信頼性は比準価格に一歩譲ると判断した。本件においては、比準価格を重視
、収益価格を関連付け、公示価格を規準とした価格との検討を踏まえた上で、鑑定評価額を上記のとおり決定した。

同一需給圏は、国分寺市及びその近隣市内における商業地域である。特にＪＲ中央線沿線の駅近傍の商業地と価格牽連
性が高い。需要者は店舗経営目的の事業法人、マンション開発業者が多い。再開発ビル、駅前交通広場の完成、都市計
画道路事業等の発展要素が相互に関連しており今後の更なる成熟が期待される。国分寺駅前商業地域の地価は上昇して
いる。市場の中心価格帯は、僅かな立地格差や敷地規模格差等が大きく影響しており、一概に言えない。

①－１対象基準地の検討
継続　　新規

代表標準地　　標準地

宅地-1

日提出年 月

国分寺(都) －5 1

開発法　　　　 開発法による価格 円／㎡

の適用

業者名

氏名

基準地番号 提出先 所属分科会名

令和 7

令和 7 7 1

令和 7 7 4

国分寺(都)　5 － 1 東京都 多摩第５ 不動産鑑定士 谷　良介

株式会社谷不動産鑑定

令和 7 6 24

令和 7 7 3

国分寺市本町二丁目３３４番１４
「本町２－１０－５」

120

1：2 ＳＲＣ 4F 1B
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0 0 10 20 中高層店舗兼事務所地
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中高層店舗兼事務所地 ない
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／
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